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レビュー

Microsoft Mathematics の活用例:効用最大化
－計算，連立方程式の求解，式からのグラフ描画の活用－

小川 健

◎キーワード Microsoft Mathematics，方程式の求解，式からのグラフ

1 はじめに

学部生の数学力を数学ソフト・アプリで補う活用を考
える上で，小川（2014）は経済系の学部生では以下 3点
への配慮が重要との認識を示した[1]。（1）お金のかか
るソフトを新規に入れる必要のないこと，（2）プログラ
ミングをあまり必要としない形であること，（3）数式が
目で見て分かり易いこと，の 3点である。小川（2021）
はそれに加えて，（4）OS依存等からの脱却の重要性を
説き[2]，小川（2021）では Microsoft Mathematicsとそ
の計算・求解部を中心としたオンライン版及びアプリ版
として Microsoft Math Solver を取り上げた。また，
GeoGebra等との比較を行い，定積分など本来手計算す
べき項目のソフト計算の重要性も説いた。本稿は小川
（2021）に続き Microsoft Mathematics（MS Math）の
『経済学での効用最大化』における活用を取り上げ
る[2]。

2 効用最大化などへのソフトの活用

例えば経済学では次のような対数線形の効用最大化を
練習問題として解かせることがある。直後に矢印（⇒）
部で 1変数化や非負制約の除外をした簡略形と共に示
す。
この 1変数の最大化は xで微分して 0に等しいとい
う内点解の 1階の必要条件で通常は解く。しかし経済系
の学部生だと微分の計算を教えても解くのを苦手とする
事案もあり，ソフトでの解法の必要性がある。一方で，
数式そのものを苦手とする場合もあり，教わった形と違
う形でソフトに打ち込むのは適さないため，直接式を見
慣れた形で視認できる意味で MS Mathの重要性が出る。

MS Mathでは計算以外に求解機能があり，方程式ソ
ルバの部分でも微分する式を直接入力する事が可能であ
る。例えば，Fig. 1のように入力時に式が視認でき，解
くと Fig. 2のように出力される。

Fig. 1 入力事例1

Fig. 2 出力事例

今回示した例は数値解法だが，主だった問題であれ
ば，文字のままの求解も可能である。しかも solve等の
コマンドを知らなくても扱える強みがある。
注意点としては，MS Mathでは常微分の表記で偏微
分を表す面が挙がる。代入前に微分の指示をさせると他
の文字だけの項を微分で消去してしまう可能性があり，
代入した式を入力させる必要性がある。
MS Math の機能の 1 つが 2-3 次元のグラフ描画であ
り，式からのグラフ化に範囲を絞っての描画が可能であ
る。2 次元の際は x と y の式に，3 次元の場合は x,y,z

の式に直す必要があり，yと zを入れ換えて式を入力し
た。
Fig. 3のように式を指定する。Fig. 4は定義域 0≦ x
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≦ 30，値域 1.875≦ y≦ 3の範囲で描いたグラフを保存
後トリミングしたものだが，グラフ描画の場合は注目さ
せる式だけグラフを強調できる。他にも 3次元のグラフ
や不等式の入った 2次元のグラフ等も描くことが可能で
ある。

Fig. 3 入力事例2

Fig. 4 最大化の描画グラフ

Fig. 5のように，対数線形の関数の最大化は自然対数
で単調変換をする前のコブ＝ダグラス型関数の最大化と
最大解が一致する様子も基の関数を合わせて描画する

と，学生は視覚的に捉えやすくなる。
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Fig. 5 単調変換前後の最大化比較


